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ルドルフ・シュタイナーの人間観と宗教性

-西田幾多郎の『善の研究』を手がかりにー

西井美穂

はじめに

ルドルフ・シュタイナー (RudolfSteiner，1861-1925)は、19世紀から

20世紀にかけてドイツで教育や、建築、農業、医学など様々な分野において

影響を与えた思想家である。彼の思想は一般に人智学 (Anthroposophie)と

呼ばれ、ギリシア語のanthropos(人間)と sophia(叡智)を組み合わせた

もので、「人間で、あることの意識 (Bewustseinseines Menschentums) J 1す

ることを意味する。シュタイナーは、人間とはどのようなものであるかを考

察し続け、個々の人聞が自らの個性を生かし、 かっ人間としての尊厳をもっ

て生きるためにはどのようにしたらよいかを、人智学を通して示したのであ

る。

彼がこう した思想を提示した背景には、彼の生きた 19世紀末から 20世紀

初頭のドイツの複雑な社会状況があった。ナショナリズムが高揚し、 フェル

キッシュ (volkisch、民族至上主義)な方向へと突き進み、科学技術が重視

され、思想的には、科学思想、神智学的思想を基盤と した神秘思想、フェル

キッシュな思想、が人種主義の狂信へと結び、ついていく 2。このような思想状

況下で、シュタイナーは、時代が唯物主義の方向へと向かい、人間の心の中

から自由や宗教的な敬度さなどが失われていく ことを危倶し、個人と しての

人聞が道徳性を取り戻すことで、社会全体も道徳性を取り戻すことを望んだ。

1919年の最初のシュタイナー学校の設立時の講演で、これからの時代の課題

は「知的感覚(気分の良いこと)的 (intellektuell-gemutlich)J 3なものでは

なく、「道徳的精神的 (moralisch・geistig)Jなものだと述べ、 一人ひとりが

このことを認識すべきだとし 1う見解を示した。

このように、シュタイナーは人智学を提示することで、人々に自己と他者
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が共に幸福であるとしづ道徳的な方向を選択することの大切さを喚起しよう

としたのであるが、それは「霊学・精神科学 (Geisteswissenschaft)Jに基

づく科学的領域に属すもので、宗教の領域にあるものではないと考えた。「霊

学・精神科学」が科学で、あるかlこついては議論されるべきテーマで、もあるが、

シュタイナーはそれを、通常の感覚では知覚できない世界を超感覚を通して

認識するとしづ、認識能力の拡大により人聞を洞察する科学と考え、信仰に

基づく宗教とは厳密に区別したのである。彼は、人々が「科学的思考Jに基

づき自らの思考を変容させることで、道徳的選択をすることを望んだ。

このようなシュタイナーの考え方に基づく、ンュタイナー教育学は、日本で

は個性や自由を尊重したものとして評価され、幼児教育のブランドとしてそ

の地位は確立されている。しかし、シュタイナー思想そのものは、明治以降、

神智学の流れの中で受容され、その神秘的側面のみが強調された結果、オカ

ルト、心霊主義としてのイメージが強く、個人的な神秘体験に基づく神秘思

想と見倣されているのである 4。シュタイナー教育は高く評価されているも

のの、その教育の基盤である思想は学問的な研究対象とされてはこなかった

教育哲学者西平直がいうように 「思想史における位置づけすら不十分な

ままであるJ6というのが現状である。ドイツではシュタイナー教育学は更

に厳しい状況下におかれ、シュタイナーの思想的な部分が「非科学的Jなも

のと見倣されているため、シュタイナー教育学は経験的実証的な科学とは認

められていなしげ。シュタイナー思想への批判は、宇宙の進化と人間の意識

の進化を結びつけた宇宙論が神秘主義で、あることや、キリストが人間に iIch

(自我)Jを所有させるとしづ聖書解釈が 「非正統的J8であることに向けら

れている

しかし、実践活動においては評価されている、ンュタイナー思想は、神秘主

義という理由で、検討されないままで、あってよいのだろうか。本稿は、こう

した疑問に対して答えを出そうとするものである。シュタイナーが思索し続

けてきた人間についての考えや、彼が人間の本質とする宗教性10がどのよう

なものであるかを考察することで、彼の人間理解に迫ることができると考え

た。このような考察により、これまで神秘主義の枠に閉じ込められていた人

智学という思想の一面が明らかにされ、実践活動との繋がりが見えてくるの

。。
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であるが、それはまた現代に生きる我々に、人間についての新しい視点を提

供してくれるように思われる。

彼の思想、は、先にも述べたように、「道徳的jな方向、すなわち自己と他

者のよりよい生き方をめざすよう人々を導くことを目的としているが、その

意味で人間実存に深く迫るもので、あった。 初期の著作において、「倫理的個人

主義J1 1としづ道徳・倫理的立場を打ち出すことで、個の確立を促すと共に、

個を越え他者と繋がることの意味を科学的に理論づけようと したのである。

この説は、進化論や原子論、古代ギリシアの密儀精神、キリスト教の影響も

認められる 12 

本稿では、シュタイナーが「人間であることの意識」や、人間の中の宗教

性を重視していたという点に焦点をあて、人聞が自己の生命の有限であるこ

との自覚から永遠であろうとする「宗教的要求」をもっているとしづ宗教諭

を展開した西日幾多郎と同様の思想的接点があることに注目し、考察を行う。

両者は、自己を統一し、その統一された内的世界が他者や神・善と結び、つく

という論を展開した点において共通している。

以下、シュタイナーの思想、の変遷について概観し、彼の人間観が古代ギリ

シアとキリスト教的枠組みの中でどのように把握されているかについて検討

するとともに宗教性についても考察する。その後、西田幾多郎の『善の研究』

を手がかりに、シュタイナーの人間についての考え方を改めて考察する。

1 .シュタイナーとシュタイナーの思想の変遷について

シュタイナーは 1861年にオーストリア ・ハンガリー帝国の辺境の町クラ

リエヴェック(現クロアチア)に生まれた。技術を学ばせたいという父親の

希望によりウィーンの実業学校を経て、ウィーン工科大学に進む。彼は幼少

から、数学、文学、宗教学、哲学など様々な学問について関心を示し、十代

半ばには、カントに傾倒したが、大学時代にはフィヒテ、へーゲ、ルなどドイ

ツ観念論の哲学にのめり込み、カントに対して持っていた、理性には限界が

あるのかという疑問についての答えを、フィヒテやへーゲ、ノレの思想に見出し

た。1894年に上梓された『自由の哲学 (DiePhilosophl~θ der }i}ei五θit)J]で

は、西洋近代が直面した哲学上の問題である物心二元論に対し一元論
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(Monismus)を提示し、人間において二元的に分裂させられた肉体と精神

に有機的関係があることを論証しようとした。ゲーテ自然思想の研究者や雑

誌の編集長などを経て、 1902年、41歳の時シュタイナーは神智学協会に入

会した。この入会を機に、彼はこれまでの研究者、ジャーナリストなどの知

識人としての立場を棄て、神秘主義者としの人生を歩み始めた。この「神智

学的転回J1 3によ り、、ンュタイナーは多くの友人を失ったというが 14、神智

学協会会員が唯一シュタイナーの言説に共感してくれる聴衆で、あったため、

自らの流儀で語る喜びを得ると同時に、後に人智学となる思想を発展させる

ことができたのである。

神智学といえば、その歴史的位置づ、けについては様々な説がある。ドイツ

神秘主義やロマン主義の潮流に位置づ、けられたり、 ドイツにおける仏教的な

思想が受容される流れの中に位置づけられたりもするが15、最近ではドイツ

心霊主義の伝統から生まれたものだとする説も出てきた16。シュタイナーは

神智学協会の事務局長でもあり、代表的著作が『神智学 (Theosophie) Jlで

あるとされていることから、シュタイナー思想である人智学も神智学と同様

だと見倣されているのである。

しかし、シュタイナー研究者高橋巌は、シュタイナーの人智学は、18世紀

から 19世紀初頭にかけてドイツでおこったギリシア精神の復興運動の流れ

の中にあるとする。高橋はこの時代を、「霊的衝動に基づいたギリシア精神の

再生J1 7だとしづ O その復興運動において、ゲーテ、シラー、カント、フィ

ヒテ、ヘーゲル、などが現れたのである 18。神智学徒になる前にゲーテ研究

者で、あったシュタイナーも、こうしたドイツ的なギリシア精神復興の雰囲気

の中に生きていたと高橋は説明する。

人智学が神智学の一つのグループoで、あるか否かについては、厳密に吟味さ

れなければならない問題で、あり、厳密な思想研究がなされていない現状では、

安易に神智学と人智学が同じものであると見倣すことはできない。事実、シ

ュタイナーは、神智学入会後、 10数年でこの神智学協会と挟を分かち、人智

学協会を立ち上げるのである。1913年、かねてから車L牒のあったアニー・ベ

サント(AnnieWood Besant，1847-1933)ら神智学協会の指導部から除名

され、シュタイナーはそれまで、の神智学内にあった人智学サークルを独立さ
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せた。対立の直接の原因は、キリスト観の違いで、あった。ベサントはインド

の少年クリシュナムルティ (JidduKrishnamurti， 1895-1986)がキリスト

の再臨だとし、協会内に宗教団体を作り、教祖としたのである。キリストは

歴史上一度きりの降臨とする、ンュタイナーにとって、それは受け入れること

のできないもので、あったO 神智学協会指導部とシュタイナーの車L礁は、心霊

主義を中心とする指導部の方針と、「科学性」を重視するシュタイナーの根本

的な考え方の違いから、すでに 1906年頃から始まっていたのである。こう

して、彼は独立し、以降、亡くなる 1925年まで、精力的にヨーロッパにお

いて人智学を広める講演活動を行ったので、あるO その講演回数は、 64年の生

涯のうちで約4350回にもおよんだとしづ 190 

このような経歴の持ち主であるシュタイナーの思想を三期に分ける通常

の理解は、シュタイナー研究者のへンリー・バーンズ (HenryBarns， 1912 

2008)が、ンュタイナーの言説に則して説明しているように、第一期は認識

論的、科学的土台を確立する段階 (1880年代-1910年前後)、第二期は第一

期の段階を芸術的に具体化していく時期 (1910年前後 1917年頃)、 第三期

は思想を社会化する時期 (1917年頃-1925)であるが、本稿では著作の特

徴を中心に区分し、次のような分け方をした。

第一期の著作の特徴は哲学的なアフ。ローチが取られており、哲学的著作期

とする。シュタイナーはカントを初め近代の哲学者たちの二元的認識論を批

判し、またゲーテの自然観の影響も受け自らの一元論的認識論を確固とした

ものにしてし 1くOこうした思索は十代後半の 1880年頃から 1900年頃まで徹

底的に行われ、この時期の思想は『自由の哲学 (DiePhilosophl~θdθr 

FreihθitHと 『ゲーテの世界観 (Goeth郎防色ltanschauung)~などに著さ

れている。

第二期は、シュタイナーは神智学協会に入会し、神秘主義者であることを

公にした「神智学的転回J(1900)の時期であり、1900年頃から 1919年頃

までである。この時期を神智学的著作期とする。『神智学 (Theosophie) ~や

『神秘学概論 (DieGehθ'imwissenscha丘1m臼ηr.sU、『し 1かにして高次の世
界の認識を獲得するか(陥.θ erlangtman Erkenntnissθ der hめθren

Welten乃』などの神秘的著作を多く著す。第一期で、行った「認識jについて



の思索は、神智学との出会いにより「人間性の進化Jとしづ方向が明確にな

る。人間の心の深みに踏み込むとともに、神性との繋がりの思想が構築され

る。この時期には芸術の分野ではオイリュトミー (Eurythmie)2 0の形式も

完成し、また建築の分野でも次々と心(精神)と体(物質)を結びつける方

法が実践的に試された。

第三期は、第一期、第二期の思想を実践化した時期であり、実践思想的著

作期とする。第一次世界大戦による人心が荒廃した状況のなかで、戦争のな

い世界の実現のため、人智学思想を実践にうつした 1919年頃から亡くなる

1925年までである。この時期には、社会改革をめざした社会有機体三分節化

(Dreigliederung des sozialen Organismus)理論を提示し、経済や政治の

領域が精神的な領域に主導される社会をめざした。この理論を基盤とした思

想、が農業や医療、教育の分野に広がり、各地で講演を行い『農業講座

(Landw止tschaftlicherKursus) Jl、『治療教育講義 (liIθ'J1padagogi旨cher

Kurs)Jl、『教育の基礎と しての一般人間学 (Allgcθ'meineMenschenkunde als 

Grundlagedθ'I' Padagogik) Jlなどとして出版されると同時に、シュタイナー

学校、農業共同体、病院が設立された。こうした組織は、現在も、ンュタイナ

ーの宇宙論に基づいた実践的な活動で成果をあげている。

哲学的、神秘主義的、実践的な傾向へと変化した彼の思想において、人間

観と宗教性については、第一期を基盤とし、第二期の神秘主義的著作の時期

に最も思索が深まっていったので、ある。

2. シュタイナーの人間観ーーダイモン的人間と、 rLeib(体)J、

rSeele (魂・心性)J、rGeist(霊・精神)Jの人間像一一

では、シュタイナーの人間観を第二期の神秘主義的著作期以降に出版され

た資料をもとに、検討してみよう。

まず、その人間観の特徴は、古代ギリシアの密儀により見出されたダイモ

ン的人間像が基盤となっているといえよう。彼は、神智学協会入会直前に行

った講演の記録、Dasωrist，θ'ntumals mys白'cheTa伽 chθ unddiθ 
Myst，θn白 desAltertums (邦訳『神秘的事実と してのキリスト教と古代の秘

儀Jl)において、「人間の心魂は神に似たものになると同時に、虫に似たもの」
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2 1だとし、人聞が聖霊ダイモンの仲介により神的なものにも地上のものにも

なる存在であるとしづ古代ギリシアの人間観を分析し、自らの解釈を示した。

古代ギリシア哲学者の密儀体験は、「自分のなかの永遠のダイモン(derewige 

Damon in ihnen) J 2 2、「永遠の宇宙調和 (dieewige Weltharmonie) J 23、

「宇宙理性 (Weltvernunft)・ロゴス(Logos)J 24を感得することで、あった

とし、人間存在が、ダイモンにより神性になること、その神性は永遠や理性

であることが述べられ、人聞が、感覚的、感情的な動物の性質をもちあわす

と同時に、理性という神性をもつものであることが確認される。

入会二年後に発表された著作『神智学(白θosophie)J]では、初期の哲学

的著作である 『自由の哲学 (DiePhi]osophie der 丹 θI五θit)J]に見られる人

間の意識に関する用語である IGefuhl(感情)J、IDe叫cen(思考)J、IWollen(意

志)Jなどの哲学的用語は姿を消し、 IAtherleib (エーテル体)J、IAstralleib 

(アストラル体)J、ILeib(体)J、ISeele(魂・心性)J、IGeist(霊・精神)J、

IIch (自我)Jなどの神秘主義的用語が使用されている。

この中で人間存在は、まず大きく三相に分けられ、人間の構造は、 ILei旬、

ISeeleJ 、IGeistJの三相構造が基本になっている。「体」、「魂」、「霊」と

訳されることもあるが、「肉体J、「心性」、「精神」と訳されることもある 25 

シュタイナーが、人間精神が生き生きとした実体をもっているもととみてい

たことを考えれば、和訳は前者の方が適切であるように思われるが、より客

観的な議論のためには後者が適切であろう。しかし、本稿では、議論をスム

ーズに進めるために、必要なところは和訳を入れ、ドイツ語をそのまま使う

ことにする。以下、その働きについて整理した。

極めて単純化した説明ではあるが、シュタイナーは、個の身体感覚を

ILeibJ、個の内面世界を ISeeleJ、個を超え、宇宙と一致する神聖な世界で

あるとともに普遍的な精神世界を IGeistJとしづ 26 I LeibJは、肉体であ

る感覚器官により、外界から印象を受けとり ISeeleJに伝え、性癖や情欲に

生きる ISeeleJは、それを感覚内容にっくりかえ、保存し、 IGeistJに伝え

る。真善美の永遠の世界に生きる IGeistJは、必要な体験を ISeeleJから

取り出し、その記憶を永遠に保存し、人間の行為に還元する。ILei旬、 ISeeleJ、

IGeistJは、このように、有機的に繋がり、一個の人間存在を形成している。
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ここで問題になるのが、 IGeistJである。IGeistJは霊あるいは精神とも

訳すことができる。「人間の本質は GeistにあるJ2 7と述べているように、

彼は人間の本質を、精神的なもの、 霊的なものだと見倣している。しかし、

この IGeistJは、人間より高次の世界に住み、「生きた思考J28となり、日

常の IIch(自我)Jを高次の IIch (自我)Jにするのである。このような高

次の IIch(自我)Jとは、 主観の中に客観が生まれた状態でもあり、「個体、

個的な自我 (Ich)の人格が全我(AlI-Ich)へと止揚されるJ2 9としづ。

シュタイナーは更にこの三相的人聞を細かく分類し、各相のもとに rLeibJ

を Iphysischer Leib (肉体)J、rAtherleib (エーテル体)J、IAstralleib (ア

ストラル体)J、ISeeleJを IEmpfindungsseele(感覚魂)J、rVerstandesseele

(悟性)J、rBewustseinsseele(意識魂)J、rGeistJに rGeistesmensch (霊

人・精神的人間)J、ILebensgeist(生命霊 ・生命的精神)J、IGeistselbst (霊

我・精神的自己)Jなどを配置する。

このように、通常の人間は感覚中心の rLeibJと感情中心の rSeeleJであ

ると考えられるが、 ISeeleJは思考の働きで IGeistJと関わりをもつことで

人間は神化されるのである。その rSeeleJの神化される場が、 rSeeleJの核

rlch (自我)Jであり、 rlchJは、 rGeistJの世界の住人である rGeistselbst 

(霊我・精神的自己)Jで満たされることで神化され、人間は自らの中に善を

獲得するのである。このように IIchJが神化された状態は、個的な統一でし

かなかった狭い rlch(自我)Jが、自らの思考をもみることができる rIch

(自我)J (1 AlI-Ich (全我)J)になるということである。

それぞれの構成要素の関係を整理すると以下のようになる。

-114-



くシュタイナーの人間存在の構成:Leib(体)、 Seele(魂、心)、 Geist(霊、精神)>
m神智学』より)

-・・・・・Di輩謂・・・・・・
衝撃の法則 共感・反感(相性)の世界 真・善・美の世界、宇宙(自然)法則

共感・反感の比率 願望、欲望の制御 個と霊の金二 生きた思考

s 曾 s 曾 ， t 
体としての人間 魂としての人間(体と霊の仲介) 霊としての人間
外界を観察・知覚 感覚内容の再構成 記憶の選択と永久保存

記憶の保存 能力の抽出

素材、力の支配

肉体

性癖、快、不快の支配 ι 

衝動、欲望、感情、情熱、願望 守・・・・・
感覚魂・悟性魂・意識魂
中心に自我

人聞の本質

義務の世界

(性癖の克服)

霊我、生命霊、霊人

シュタイナーは、このように人間存在が iLeibJ、iSeeleJ、iGeistJで構

成されるのが理想だと考えていたわけであるが、その人間を「体」、「魂J、「霊」

としてみる三分法は聖書の記述にもある 30

以上本節では、シュタイナーは、人間を地上的な存在であるとともに神性

をも獲得できる存在であると見倣していることが確認されたのであるが、そ

の人間はシュタイナーの理論では、 iLeib(体)J、iSeele(魂・心性)J 、iGeist

(霊・精神)Jとしづ三要素が調和し、有機的関係をもつことで、理想の人間

存在になるというもので、あったO

3.人間における宗教性一一rIch(自我)J の神化の過程一一

上述したように、人聞が、生命力や感情をもっ動物的存在で、あることを越
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えて神的要素を持つことで、人間は真の人間になれると考えていたのである

が、そのために、 IGeist(霊 ・精神)Jの獲得が目標とされるのである。シュ

タイナーにとって IGeistJは、思考や理性、精神であると同時に、聖なる領

域に属すもので、あった。

前節では、人聞が神化されるとは、ISeele(魂・心性)Jの中心である IIch

(自我)Jに IGeistselbst (霊我 ・精神的自己)Jが流入するという、ンュタイ

ナーの言説に触れたが、その IIchJは、ILeib(体)Jや ISeeleJ、IGeistJ

らを統合する働きをする場所でもあった。

『自由の哲学 (DIePhJlosophIe der FreIhθ'1"t) Jlで、シュタイナーは、 IIchJ

が①思考活動において、自分と思考する者とが同一存在であることを知って

いるもの、②自分の思考活動をすべて自分が意志し、自分ですべて理解しな

がらまた、そうした活動を望んでいるもの、③思考の中に立ち、その活動を

観察しているものだと説明している 31。また、かつて米国におけるシュタイ

ナー教育導入の立役者であり、半世紀以上にわたり、ンュタイナー教育に関わ

ってきたパーンズ (HenryBarnes)は、シュタイナーの IIchJを著書ALi岳

forthθめ止itの中で、①肉体や魂の外殻(outersheaths)をまとい、霊(spirit)

と繋がる。②肉体やパーソナリティー (personality)と結びつきながら、高

度な客観性を獲得できる高位の意識を覚醒させるもの。③自己教育を通して

成長し続ける知の中の知、だと述べている32

IIchJは人間を個にも、また普遍的にもすることができる「赤献辛な思考」

と結び、っき、人聞が自己を客観視するための外なる「霊界(精神界)Jから智

慧を受け取る器官 (dasOrgan) ということになる 33 

以下に ILeibJ、ISeeleJ、IGeistJと IIchJの関係を、 IIchJの進化・神

化という観点から図式化した。

に
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くLeibとSeeleの外皮をもっIch>

* Ich(自我)はLeib(体)とSeele(心性・魂)の体験を総括する
作成者 西井美穂

iIchJは iLeibとSeeleの支配者Jにならなければいけないのである。

なぜならば iLeibJと iSeeleJの支配者なった iIchJは主体的になり、

主体的になって初めて ilchJは iGeistJと繋がることができるからであ

る。主体的になった ilchJは iLeibJと iSeeleJに助けられ、 iGeistJ

が自分の目的を実現するよう働きかける。ilchJは、rLeibJと rSeeleJ 

の経験を総括し、真善美の iGeistJを自分に流入させるのである。以下は

iGeistJが流入した後の ilchJである 340

ヴ
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<LeibとSeeleの経験を総括しGeistと結び、ついたIch>

牢主体的になったIch(自我)はGeistC精神・霊)に働きかけ、GeistC精神・霊)を獲得す
る。

作成者西井美穂

fGeistJの流入により、 flchJはそれまでの感覚界における法則に加え、

fGeistJの世界の法則に従う。fGeistJの世界は、鉱物の法則や生命の法則

(生成と死滅)に関わらない、 真善美の法則に支配される世界である 350

人間はこうして、生殖と成長、滅亡の法則、生成と滅亡に関わらない法則

によって生きることになる。それによって真善美は、 fGeistselbst (霊我 ・

精神的自己)Jとなった fIchJの中から直観として現れる。シュタイナーは

このことを次のように述べている。

霊我(Geistselbst)は、自分の中にこの同じ真理を担っている。しかも、

その真理は自我(Ich)によって取り上げられ、自我 (Ich)の中に包み込

まれている。自我 (Ich)によって、真理は個体化され、独立した人間本性

になる。永遠の真理がこのように独立し、自我 (Ich)と結び、ついたひとつ
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の本性になることによって、自我(Ich) 自身が霊我(Geistselbst) とな

って、永遠性を獲得する。霊我(Geistselbst)は自我 (Ich)の中での霊

界の顕現であり、感覚的知覚は自我(Ich)の中での物質界 (diephysische 

Welt)の顕現である。赤、緑、明、暗、硬、軟、暖、冷の中に物体界 (die

korperliche Welt)の顕現が、 真、善の中に霊界 (geistigeWelt)の顕現

が認識できる。物体界の顕現が感覚と呼ばれるのと同じ意味で、霊界の顕

現は直観 (Intuition)と呼ばれる。どんなに単純な思考内容もすでに直観

を含んでいる 360

これを図式化すると、下の図になる。

<GeistselbstになったIch>

* 1cM自我)は霊我となる。霊我とは真理が1cM自我)の中で‘個体化したもので、ある。GeistC霊、
真理)は1chC自我)に包まれ、 1chC私)の最高の表現である意識魂となる。Geistse!bstC霊我)=
1chC自我)=Bewustseinssee!e C意識魂)。
霊我lまSee!e(魂)を通してLeib(体)に影響を与える。

作成者西井美穂

IIchJが主体的になったとき、「どんな単純な思考内容も直観を含んでい

るJ状態になるのである。主体的であるというのは、 ILeibJや ISeeleJに

対して IIchJが主導権をとるということである。主体的な IIchJが IGeistJ

の世界から取り出したい内容を獲得してくる。単純に言えば、身体感覚や感

情に対して振り回されず、冷静に、また道徳的に自己の心に忠実に振る舞え

る心的状態が、そうした IIchJが実現されているといえる。そのとき、 IIchJ

は IGeistselbstJになると同時に IBewuβtseinsseele (意識魂)Jになり、
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最も理想的な状態となるとし 1う。シュタイナーのし、う人間性の進化の目標は、

flchJがこのような状態になることである37 0 

シュタイナーのいう flchJとは、個性としての人間存在において中心とな

るものであるが、それは利己主義を超えて他者そのものを受け入れる場所で、

もあったo fLeib (体)Jや fSeele(魂・心性)Jの力を結集し、外部の世界

の知覚内容や、内部の感情により形成された内的世界を統合整理し、それま

での記憶を「直観」で智慧にすることが flchJの神化、すなわち人聞が宗教

性をもつことで、あった。

4.西田幾多郎の『善の研究』とシュタイナー

シュタイナーの人間構造において、 fGeist(霊・精神)Jは神的世界の住人

で、あったo fGeistJと関係をもつことで、人間は神化されるということが確

認されたのであるが、ここで注目したいのは、その fGeistJを受け取る場所

である。シュタイナーはこの場所を flch(自我)J、「純粋な思考Jが行われ

る場だと考えた。flchJは、個としての人聞を統ーしている場であり、神的

世界に聞かれ、 善を獲得する場である。この flchJは、西田幾多郎 (1870

-1945)の、個としての人間存在の中心、主客が統一され宇宙に調かれ、善

を感得する場であるという「純粋経験」の思想、に驚くほど類似しているので

ある。

その「純粋経験」が考察された、西日が初期に著した『善の研究』は、西

洋哲学が日本に導入されて初めて書かれた、日本人の独創的な哲学体系が展

開されたと言われる書である。西国哲学の出発点として位置づけられている

この書は、四篇から構成され、第一篇が「純粋経験」、第二編が「実在j、第

三編が「善」、第四編が「宗教」となっている。第三編の「善」では、善が「自

己を知ることJ38、「理想の実現J3 9、「意志の発展完成J40と見倣されて

おり、「意志の発展完成」は「自己の発展完成」であり、善は全体を統一する

最深の統一力である「純粋経験」だと論じられているのである。この「純粋

経験」は、対象を認識するにあたり、知覚し、意識が分化する以前の主客未

分の状態であるが、これは単に対象を知覚する以前の状態というわけではな

いところに西田の特徴があるとしづ 41。現在意識において、過去の意識が働
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く前に意識統ーが必然として働いており、主客の対立にみえる底にも実は統

一の力は働いている。この無意識のうちに「自己の根底」で働く意識統一の

状態が 「純粋経験」である。

唯一の実在が意識だとする西田は、 「絶対的統一」力は神だと見倣し、意

識を統一する「純平特至験」は、同時に自然を統一することになり、人間と自

然、宇宙を統一するものだとした。人間において、それは自己を知ること(自

己統一)として現れるので、あった。「自己を知れば人類一般の善と合するばか

りでなく 、宇宙の本体と融合し神意と冥合するのであるJ42と述べているよ

うに、自己を知ることで、善を知り、神と合一するのだとした。しかし、こ

うした神への道は、自己の安心のためという利己的な要求から出発するので

はない。自己の中から主体的にでる「大いなる生命の要求J43でなければな

らないという。神人合ーは、「主観的統一を棄てて客観的統一に一致するjの

である。

このような自己の統ーから、自己を捨て世界と結びつく意識としづ議論を

展開する西日の思想、を、宗教学者小野寺功は、論文「西田幾多郎から聖霊神

学へJ44の中で、キリスト教の 「聖霊神学」と関係づけることを試みた。小

野寺は、「霊」という「場」を自覚することで人間は「自己超越していくJ45 

といい、西日の「自己の根底jが 「霊性」の「場」だと した。

シュタイナーのいう IIch(自我)Jが IGeistselbst (霊我 ・精神的自己)J 

に神化された状態を、 小野寺の理論から考察すると、西国の 「個としての自

己を知ることで、善を知りj、その後の 「主観的統ーを棄てて客観的統一に一

致する」状態が、 IGeistselbstJとしづ IGeist(霊・精神)Jが流入した IIchJ 

のシュタイナーのイメージと重なる。シュタイナーも西田も、 「自己を知るこ

と」、自己を認識することで、神的合ーに至り、内部から主体的に湧いてくる

善を経験する。

しかし、西日の自己が宇宙に聞かれ、消滅するのに対し、シュタイナーの

I IchJは、IGeistJ と結び、ついてもなお残るのである。

5.人聞を神的世界へと導くキリスト

このように、自己認識を通して宇宙と繋がり、内部に神性を感得する体験
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を、シュタイナーは古代ギリシアの密儀宗教の体験と同質のものだと考えた。

しかし、そうした体験により感得した自らの内部に芽生えた神性は、キリス

ト教の源であると論じた O 神智学協会入会直前に行った講演 Das

白 ristentumals mystische Taお'achθunddiθMysterienmθ's Altertums (邦

訳『神秘的事実としてのキリスト教と古代の秘儀Jl)で、古代ギリシアの密儀

精神で見出される神性をキリスト教の源泉であると論じた46

その講演前半では、シュタイナーは、プラトン(紀元前428頃 348頃)

の神秘思想を中心に、へラクレイトス(紀元前 535-475)などプラトン以

前の哲学者の思想を吟味し、古代ギリシアの哲学者にとって神秘的認識がし、

かに重要で、あったかを語っている。後半では、プラトン神秘思想、がフィロン

(20年頃-40年頃) 4 7を通しどのように福音書の成立に影響したかを述べ

ながら、「キリスト教はゆっくりと密儀から芽生え・…ー密儀の叡智がキリスト

教の言葉をまとうJ48と結論づけている。

彼は初期グノーシスを含め、後のキリスト教神秘主義者らを好意的にみた。

しかし、彼らが自己の外に絶対的な神をおくことについては批判的で、あった。

シュタイナーによれば、自らの中に「自分の神性」しか見出せないものに、

グノーシス的教派は外なる神へ自己を近づけようと絶え間ない努力を続ける

が、神と自己の神性の隔たりは縮まるわけもない。この縮まらないことが、

神の存在の証明とされていると次のように批判したのである。

人聞が心魂のなかで認識できたものと、キリスト教が神と名づけるものと

のあいだには隔たりがある。それは、知識と信仰の隔たり、認識と宗教的

感受とのへだたりである。古代の密儀の徒には、この隔たりはなかった。

密儀の徒は、自分が神的なものを、段階を追ってしか把握できないと知っ

ており、なぜそうしかできないのかも知っていたからである。彼には段階

的に体験される神的なもののなかに、本当のいきいきした神的なものが存

在していることが明らかである。彼には、 一柱の完全な、完結した神につ

いて語るのは困難である。密儀の徒は、完結した神を認識しようとはしな

い。彼は神的な生命を体験しようとする。彼はみずから神化しようとする。

彼は神性と、外的な関係を持とうとは思わない。この意味で、キリスト教
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神秘主義は無条件のものではない。これがキリスト教の本質になった49

シュタイナーにとっての神とは、外にある絶対的、超人的な神ではなく、

人間の内の自己と等身大の神、「神的な生命Jで、あった。すなわち、彼は人間

一人ひとりの個体、個性こそが存在の条件であると考えているのである。観

念的なものを重要視しつつも、観念の世界に浸るのではなく、現実の世界で

生きる人聞としての生をも重視する。意志、感情、思考を含め人間の主体性

から出てくるものが中心となり、外なる神はその人間を助ける存在として解

釈されていた。

シュタイナーのこうしたキリストおよびキリスト教解釈には「異端J50と

いう批判もあるが、 flch(自我)Jが fGeist(霊)Jと結び、つくことで、人聞

は神化され善を獲得するとしづ過程は、 flchJが「霊性」を獲得するといっ

たキリスト教の「霊性神学」として理解されることが可能であることを、我々

は先の小野寺論文で、みてきた。しかし、その宗教論は、 fIchJが fGeistJを

獲得する契機をキリストが与えたとしながら、強調されるのは人聞を存立さ

せている flchJなのである。キリストは「個別な自我 (Ich)に確かな自分

を感じとることができるような事柄を人々に提供したJ5 1のであり、「すべ

ての人が自我を本当に所有できるようにしようJ5 2としたとしづ O キリスト

は flchJに働きかけ、神的世界に自己を開く衝動を与えたのであり、 flchJ

の独立こそが人聞を内的に深化させ、他者との繋がりをもっ条件で、あるとさ

れるのである。

おわりに

これまでの検討により、人聞が、感覚や感情に支配される人間界の存在で

あるだけでなく、思考や理念により真善美に達することができる神的存在で

もありうるという、ンュタイナーの人間観が明らかとなった。人聞が人聞を越

えた神性を獲得するためには、キリストの存在を必要としたが、シュタイナ

ーの考える神とは、人間を越えて人間の外に筆えるキリスト教の神ではなく、

古代ギリシアの密儀精神が見出した、人間と等身大の人間の内部にある神を

意味した。
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一方、西日が神としたのは人間の無意識において働く「統一的作用Jであ

ったO この統一は、「主観的統ーを棄て客観的統一」を行い、人間精神を「個

人の発展より、進んで人類一般の統一的発達J5 3に導くためのものだと見倣

していた。西日は、人聞がこの境地に至ることを再生、あるいは見性といい、

また、道徳的見地からすれば、それは人格の実現であり善であると述べた54

西田のこうした論理の展開がシュタイナーと類似していると思われるの

は、シュタイナーの提示した一元論の流れが、自己認識から始まり、主客が

統一される点であり、その統一は flch(自我)Jが fAll-Ich (全我)Jにな

ることで、同時に内から善が生まれるとしづ流れにおいてで、あったO 西田に

おいてその過程は、「自己を知ること」により「主観的統一を棄て客観的統一J

が行われるというもので、最終的には人間も自然も「絶対的統一」力の下に

融合される。自己統一は、世界との衝突から自己矛盾に陥り、大なる生命を

求め、「共同的精神Jとなる 55。西田の「共同的精神」は、自己の統ーより

進んだものとして見倣されるのであるが、晩年、ンュタイナーも、人智学の実

践活動を行う中で、flchJの独立よりも共同することの重要性を説くことに

なる 56 人智学の中心軸で、あった flchJの揺らぎを、シュタイナー自身気

づいていたといえよう O

シュタイナーと西田の違いは、これまでの議論の中で明らかにされたよう

に、人間中心の世界観と、そうではない人間も自然も神も統一され融合され

る世界観で、あったO シュタイナーの世界は、人間と神の世界を二元的に分化

し、人間の意志で、神的世界へと結び、つくというもので、人間の内的努力が要

請されるのである。それに対し、西日の世界は、統一力という同一の根源を

もっ同心円上に、人間界や自然や宇宙があり、それが大いなる意志の下で全

体的に統一され、融合されてしだ。同ーのものをめざしながら、シュタイナ

ーと西日の人間の理解は全く異なったものとなったので、あるO

シュタイナーは人間とは何かを探求する中で、人聞が生きるために flchJ

を必要としながら、flchJを持つが故に神的世界と完全に合ーできないジレ

ンマを抱えていた。そのジレンマに気づ、きながらも、神的世界を選択し、神

に近づくことを求め続けずにはいられない存在が人間ということである。シ

ュタイナーの理論では、神と人間の分離、 flchJ同士の分離は統一されても
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融合されることはない。人間は、人間でありながら、人間を越えたものに近

づこうと夢見る存在である。この深い分断こそが、人聞が宗教を求め、人間

に宗教性を付与する要因ではないだろうか。神との合ーにおいて、個が消滅

し、大いなるものにすべてが融合される世界において、人聞が自覚的に宗教

に向かうことはありえない。

本稿で明らかにされたのは、神と人間の二元化された世界で、人間は個の

独立を経験し、直接神との繋がりを求め続ける宗教性を内部にもつが故に、

神性を付与される存在であるという、ンュタイナーの人間観で、あったO しかし、

人間と神との関係において、主体は人間である。人間を個にする flchJは、

人間の主体であり、普遍を求め続けるのであるが、個を存立させているため

神との合一後も flchJは消滅せず、融合は果たされない。

晩年、シュタイナーが flchJの独立よりも、他者と協働することに意義を

見出していたことを考えると、その後に展開される思想は西田のような哲学

に近づいていく可能性があった。今後の課題は、理論では実際の人間を繋げ

ることのむずかしさを痛感したシュタイナーが晩年どのように個と他者との

関係を結び、つけようとしたのかについて考察したい。
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